
①下記の申込用紙に記入の上、

　まちなか図書館整備推進室宛に FAXを送付

②豊橋市のホームページ、または右のQRコードより申込　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※定員を超えた場合は、抽選
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櫻井 拓
編集者

1984年生まれ。京都大学大学院人間・

環境学研究科修了。フリーランスの

編集者。アートの分野を中心に、単

行本や雑誌記事などを編集。最近の

仕事に「Artist Interview　竹岡雄二」

（『美術手帖』、2016 年 4月号）など。

吉野 さつき
アーツ・マネージャー

愛知大学文学部メディア芸術専攻准教授

英国シティ大学大学院でアーツ・マネ

ジメントを学ぶ。公共ホール勤務、英

国での研修（文化庁派遣芸術家在外研

修員）を経て、コーディネーターとし

て教育、福祉などの現場でアーティス

トによるワークショップを数多く企画。

津田 広志

出版社フィルムアート社編集長をへ

て、株式会社 AZHD 役員。青山学院

大学客員教員、東工大 CreativeFlow 

Labプログラム・ディレクター。企画に、

Cinelesson20 巻、ArtEdge シリーズ

やポートフォリオ作成イベントなど。

編集者／ディレクター

（スマホ） （ 携　帯 ）

講　師

ワークショップ募集概要

日　　程：2016年11月19日（土）
　　　　　2016年12月10日（土）

時　　間：13時30分～16時30分（両日）

場　　所：豊橋市職員会館
　　　　　（豊橋市八町通２丁目１６）

参 加 費：無料

募集人数：20名（抽選）

申 込 方 法 申込用QRコード※申込期限 １１月１日（火） 迄

このワークショップは、全２回の開催となります。
第１回は、フィルムアート社で編集長を務めた
津田広志さんを講師にお招きして、
ものの見方、感じ方、自分なりの表現の方法を学びます。
その後、各自、まち歩きや対話等を通じて、
自分なりに「豊橋」というまちを文章化してみましょう。
第２回は、参加者の皆さんと意見交換をしましょう。
人と話すことによって、新しい発見がきっとあります。
そして、自分の書いた文章を、
プロの編集者に添削してもらいます。
自分の思いをどのように表現したら伝わりやすいのか、
トップ編集者から学びましょう。

表現ワークショップって？

代

※２日間とも出席できる方


